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「
ど
う
し
た
ん
で
す
か
」。
５
月

30
日
、
宮
内
小
学
校
近
く
の
通
学

路
で
、
下
校
中
の
児
童
が
高
齢
女

性
に
声
を
掛
け
ま
し
た
。
女
性
は

用
水
路
沿
い
の
柵
を
く
ぐ
ろ
う
と

し
て
い
て
、呼
び
掛
け
に
対
し「
水

に
入
っ
て
死
ぬ
の
」
と
答
え
ま
し

た
。
児
童
は
驚
い
て
、
女
性
が
く

ぐ
ろ
う
と
す
る
の
を
一
緒
に
い
た

同
級
生
た
ち
と
必
死
で
引
き
止
め

ま
し
た
。

後
か
ら
来
た
児
童
た
ち
は
母
親

や
先
生
を
呼
び
に
走
り
、
近
く
を

通
り
掛
か
っ
た
ラ
ン
ニ
ン
グ
中
の

人
に
通
報
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
救
急
車
で
搬
送
さ
れ
た

女
性
は
無
事
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

女
性
は
認
知
症
が
あ
る
89
歳
。
近

所
の
自
宅
か
ら
一
人
で
歩
い
て
き

た
と
の
こ
と
で
し
た
。

声
掛
け
が
人
命
救
助
に

一
緒
に
い
た
４
人
の
中
で
、
最

初
に
声
を
掛
け
た
の
が
同
校
６
年

の
福
田
莉り

央お

さ
ん
。
柵
を
く
ぐ
ろ

う
と
す
る
異
様
な
雰
囲
気
を
見
て

足
が
す
く
み
ま
し
た
が
、「
ほ
っ

と
け
な
い
」
と
い
う
思
い
が
背
中

を
押
し
ま
し
た
。

女
性
が
無
事
だ
と
聞
い
て
、
胸

を
な
で
下
ろ
し
た
福
田
さ
ん
。
母

親
か
ら
「
人
の
命
を
救
っ
て
立
派

だ
っ
た
ね
」
と
褒
め
ら
れ
た
と
き
、

「
怖
か
っ
た
け
ど
、
声
を
掛
け
て

よ
か
っ
た
」
と
初
め
て
「
救
命
」

の
実
感
が
湧
き
ま
し
た
。

通
報
を
受
け
た
霧
島
警
察
署

で
、
失
踪
事
件
な
ど
を
担
当
す
る

生
活
安
全
課
長
の
亀か

め

澤ざ
わ

和
美
さ
ん

（
51
）は
「
女
性
は
こ
れ
ま
で
も
一

人
で
迷
子
に
な
る
こ
と
が
あ
っ
た

そ
う
。
ご
家
族
は
す
ご
く
心
配
し

て
い
て
、『
母
の
命
の
恩
人
』
と

子
ど
も
た
ち
に
感
謝
し
て
い
た
」

と
話
し
ま
す
。

認
知
症
の
実
態

厚
生
労
働
省
に
よ
る
と
、
全
国

の
認
知
症
の
高
齢
者
は
平
成
24
年

で
約
４
６
２
万
人
。
２
０
２
５
年

に
は
高
齢
者
の
５
人
に
１
人
に
当

た
る
約
７
０
０
万
人
に
増
え
る
と

推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
数
字

か
ら
も
認
知
症
は
誰
も
が
か
か
り
、

関
わ
る
可
能
性
が
あ
る
病
気
と
い

え
ま
す
。
さ
ら
に
認
知
症
に
よ
る

全
国
の
行
方
不
明
者
も
、
統
計
を

開
始
し
た
平
成
24
年
以
降
増
加
し
、

昨
年
は
１
万
６
９
２
７
人
と
過
去

最
高
を
更
新
し
ま
し
た
。

亀
澤
さ
ん
は
「
昨
年
、
市
内
で

87
人
が
行
方
不
明
に
。
そ
の
う
ち

８
人
が
認
知
症
で
し
た
。
平
成
28

年
に
は
、
認
知
症
の
疑
い
が
あ
る

行
方
不
明
者
の
発
見
が
５
日
を
超

え
る
と
、
生
存
率
が
０
％
だ
っ
た

と
い
う
調
査
結
果
を
桜お

う

美び

林り
ん

大
学

（
東
京
都
）
が
発
表
し
て
い
ま
す
。

行
方
不
明
者
の
捜
索
は
時
間
と
の

闘
い
で
す
。
そ
こ
で
大
切
な
の
が
、

声
掛
け
や
情
報
提
供
。
話
し
掛
け

た
反
応
や
見
掛
け
た
様
子
が
『
何

か
変
だ
』
と
思
っ
た
ら
、
迷
わ
ず

通
報
し
て
く
だ
さ
い
。
行
方
不
明

者
が
出
た
ら
、
市
の
防
災
無
線
や

Ｆ
Ｍ
き
り
し
ま
で
も
呼
び
掛
け
て

い
る
の
で
耳
を
傾
け
て
」
と
訴
え

ま
す
。

さ
ら
に
「
認
知
症
を
『
恥
ず
か

し
い
こ
と
』
と
思
う
家
族
か
ら
通

報
が
遅
れ
、
発
見
ま
で
に
時
間
が

か
か
っ
た
ケ
ー
ス
も
多
く
あ
り
ま

す
。
も
し
い
な
く
な
っ
た
こ
と
が

分
か
っ
た
ら
、
後
で
後
悔
し
な
い

た
め
に
も
、
た
め
ら
わ
ず
に
通
報

し
て
く
だ
さ
い
。
外
出
の
際
に
は

必
ず
靴
を
履
く
の
で
、
靴
に
名
前

と
連
絡
先
を
書
い
て
お
く
と
、
発

見
し
た
後
に
素
早
い
対
応
が
で
き

る
」
と
呼
び
掛
け
ま
す
。

児
童
の
「
ほ
っ
と
け
な
い
」
と

い
う
思
い
で
事
な
き
を
得
た
今
回

の
救
命
劇
。
も
し
同
じ
場
面
に
遭

遇
し
た
ら
、
あ
な
た
は
声
を
掛
け

ら
れ
ま
す
か
。

霧島警察署
生活安全課長
亀澤 和美さん（51）

出典：生活安全の確保に関する統計（警察庁） 出典：認知症と社会（桜美林大学老年学総合研究所）

最初に女性を発見した６年生。右から福田莉央さん、杵島彩珠（きじ
まあず）さん、西田夏希さん、松元梨緒華（りおか）さん
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認知症による行方不明者数の推移 認知症による行方不明者の生存率
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６年間で約7,300人
増加(1.76倍） 5 日目以降は

生存率ゼロ

ほ
っとかな
い
よ

み
ん
な
で
寄
り
添
う
認
知
症

厚
生
労
働
省
に
よ
る
と
、
２
０
２
５
年
に
は
65
歳

以
上
の
５
人
に
１
人
が
認
知
症
に
か
か
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
認
知
症
に
よ
る
行
方
不
明
者

が
全
国
で
増
え
て
い
ま
す
。
誰
も
が
認
知
症
と
関

わ
る
か
も
し
れ
な
い
現
代
社
会
。
日
ご
ろ
認
知
症

の
人
と
接
す
る
機
会
が
な
い
人
に
も
、
き
っ
と
で

き
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
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認
知
症
は
寄
り
添
う
病
気

竹
下 

智
行
さ
ん（
51
）

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
・
小
規
模
多
機
能
ホ
ー

ム
み
ど
り
の
風
管
理
者
、
社
会
福
祉
士
、

た
け
ち
ゃ
ん
一
座
座
長
。
隼
人
町
在
住
。

■認知症の人の特徴
※症状には個人差があります。

◦�数分前の記憶が残っていない
◦�季節感のない服を着る
◦�左右異なる靴を履く
◦�自分の年齢が分からない
◦�近所で道に迷う
◦�人間関係が分からない（例えば、亡くなった母
親に電話しようとする）
◦�考える速度が遅くなる
◦�予想外の事態が起こると混乱する
◦�機械操作ができなくなる（家電、ATMなど）
◦�調理の味付けがおかしくなる
◦�トイレの使い方を間違える
◦�家族を見ても誰か分からない

■接するときのこつ
◦�驚かさない（じろじろ見ない、急に近づかない、
穏やかに、話すときは目線を合わせて）
◦�急がせない（せかされたり複数の問いに答え
たりするのが苦手です。相手の言葉をゆっく
り聞き、相手の言葉を使って意思を推測・確
認しましょう）
◦�自尊心を傷つけない（認知症の人は不安な気
持ちでいっぱい。相手の気持ちを受け止めて
優しく接しましょう）

見守りに
必要な知識

認知症サポーター養成講座
認知症の専門知識を持つキャラバンメイトを講師に、認知症への理
解を深める講座です。受講者には認知症サポーターであることを表す
「オレンジリング」を配布します。

◦�対象＝市内に在住か通勤・通学している10人以上の団体
◦�講座時間＝約90分
◦�場所＝主催者が用意する会場に講師を派遣
◦�申込方法＝開催の30日前までに予約。希望の日程で開催できない
場合がありますので、事前に問い合わせください。
��問＝市地域包括支援センター  ☎（48）7979

牧園町在住

前田 正男さん（74）

セブン-イレブン
国分新町店

榎並 ゆかりさん（37）

兄は５年ほど前に認知症と診断され、
その頃から疑い深くなったり、トイレが
上手にできなくなったりしました。つい
「ボケたんじゃないか」と冗談を言った
ら、ものすごく怒られたことが今でも頭
から離れません。
講座では兄の言動と似た事例が紹介

されていて、認知症の本人が一番「苦し
み、悩んでいる」と知り、兄に申し訳な
く思いました。認知症になっても、兄は
兄。これからは、もっと本人の気持ちに
寄り添っていこうと思います。

初めて講座を受けました。DVDでは
認知症の方との接し方の良い例、悪い例
が紹介されていて、とても参考になりま
した。当店には1日に数回同じ商品や１
人で食べきれない量の商品を買うお客
さま、お金の払い方が分からないお客さ
まも来ます。そんなときは、口調や目線
を合わせて優しく説明し手助けをする
よう心掛けています。
皆さんの喜ぶ顔は私たち店員の誇り。

認知症の人との接し方に、接客の原点を
感じました。

もう「ボケた」なんて言わない 接し方に、接客の原点が

受講無料

I N T E R V I E W

みんなで寄り添う認知症

認 知症の人にとって、さ

りげなく寄り添い見守

ることが一番の支援になります。

そのためには、認知症につい

て知ることが欠かせません。

認知症とは脳の細胞が死ぬ

などして記憶や判断力の障害

が起こり、生活に支障が出て

いる状態をいいます。誰にで

も起こりうる病気で、近年65

歳以下の「若年性認知症」

の人も増えています。

親しい人の顔や自宅の場所

を忘れたり、季節感を失った

り、物をしまい忘れたことを「盗

まれた」と妄想して家族を疑う

ことや、出掛けたまま帰れなく

なる※一人歩きなども症状の一

つです。認知症になったこと

で、周囲の人との関係が損な

われたり、行方不明になって

命に関わる問題になったりして

います。

認知症は以前、「ボケ」とか

「痴
ち

呆
ほう

」と呼ばれ、「おかしな

人」という誤ったイメージが広

がりました。しかし、本人は「認

知症の人」という別人になっ

たのではなく、認知症という病

気になっただけ。普通の人と

同じく自尊心や感情があります。

家族同様、本人も悩んだり苦

しんだりしています。

認知症の人は外見では見

分けがつきにくいですが、困っ

たときは、必死な表情や不安

そうな表情をしています。そん

な人を見掛けたら、ほっとかな

いでほしい。まずは笑顔であ

いさつをして「どうしましたか」

「何か手伝いましょうか」と声

を掛けてください。人として尊

重する気持ちがあれば、その

思いは相手に届き、心を開い

てくれるはずです。

※�「徘徊」が認知症の人を見下すとし
て近年、医療福祉現場で広まりつつ
ある言い換えの言葉。

市が制作した動画。動画共有サイトYou�
Tubeの「きりしまチャンネル」から視聴で
きます。

��問＝市地域包括支援センター
☎（48）7979

市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
随
時
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養

成
講
座
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
市

は
３
月
、
講
座
で
活
用
す
る
た
め

に
「
た
け
ち
ゃ
ん
一
座
」
が
出
演

す
る
動
画
を
制
作
。
認
知
症
の
人

へ
の
接
し
方
を
分
か
り
や
す
く
解

説
し
て
い
ま
す
。

認
知
症
の
人
と
接
す
る
機
会
が

少
な
い
人
に
何
が
で
き
る
の
か
を

考
え
た
今
回
の
特
集
。
私
た
ち
は

寄
り
添
う
こ
と
で
、
認
知
症
の
人

の
力
に
な
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
に

は
認
知
症
を
知
り
、
認
知
症
の
人

の
気
持
ち
を
知
る
こ
と
が
大
事
で

す
。
一
人
一
人
の
心
掛
け
が
、
認

知
症
に
な
っ
て
も
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
ま
ち
を
育
て
ま
す
。

ほっとか
ないよ

認知症への理解を広める
市内の劇団「たけちゃん一座」の
竹下智行さんに、
認知症について聞きました。
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Topic of kir ishima city まちの話 題 市ホームページに掲載している「ま
ちの話題」にも、市内の出来事を
紹介していますのでご覧ください。

一
日縄文人体験が７月20日、上野原縄文の森体
験学習館であり、児童や保護者など約40人が

参加。棒状に伸ばした粘土を重ねて筒型にし、貝殻
で模様を付ける円筒土器作りに大人も熱中しました。

縄文土器作りに親子で熱中

市
は７月12日、ファインセラミックス材料の加
工を行うセラテックジャパン㈱と工場新設の協

定を締結しました。用地面積は6,000㎡、建物面積は
1,200㎡で13人を雇用。令和３年１月に操業予定です。

セラミックス加工の工場新設

小学生が畜産農家で体験学習

高年齢者雇用で合同説明会

高
年齢者の人材確保・活用を図ろうと、市とハ
ローワーク国分が共同で、初となる企業合同

説明会を７月９日、国分シビックセンターで開催。
企業12社がブースを設け、約100人が参加しました。

梅雨空を吹き飛ばす熱気
霧島国分夏まつり

第
55回霧島国分夏まつりが７月13・14日、国分
の市街地であり、大勢の人でにぎわいました。

13日は89の踊り連、約4,800人が霧島総踊りに参加。
時折降る雨にも負けず、踊り手や見物客の笑顔であ
ふれました。14日は１tを超える御

み
輿
こし
を担いでゴール

する時間を競う国分寺御輿競争があり、９団体の担ぎ
手たちの勇姿が祭りの最後を彩りました。天降川小学
校６年の前田陽

ひな た
向君は「御輿を担ぐ人の力強さに感動。

自分も将来は担いでみたい」と興奮した様子でした。

牧
之原小学校５年生で結成する「福山町和牛少年
隊」が７月16日、畜産農家で授乳や餌やりなど

を体験しました。同校の立和田紗
さや
佳
か
さんは「大変だっ

たけど、牛がかわいいので頑張れた」と話しました。

CIVIC NEWS

自
営
業
や
農
家
、
無
職
の
人
な

ど
が
加
入
す
る
国
民
健
康
保
険

（
以
下「
国
保
」）。
会
社
員
な
ど
も
、

退
職
後
は
加
入
す
る
可
能
性
が
大

い
に
あ
り
ま
す
。

特
定
健
診
と
は

40
歳
か
ら
74
歳
の
国
保
加
入
者

が
受
け
ら
れ
る
健
診
で
す
。
特
定

健
診
は
心
臓
病
や
脳
卒
中
な
ど
の

要
因
と
な
る
生
活
習
慣
病
の
発
症

と
重
症
化
を
防
ぐ
目
的
が
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
平
成
29
年
度
の
健

診
受
診
率
は
、
約
44
％
と
あ
ま
り

高
く
あ
り
ま
せ
ん
。

地
域
で
の
取
り
組
み

隼
人
町
日
当
山
地
区
自
治
公
民

館
で
は
昨
年
10
月
、「
地
域
の
ひ

ろ
ば
推
進
事
業
」
を
活
用
し
て
、

地
域
の
内
科
医
師
に
よ
る
健
康
講

座
を
開
き
ま
し
た
。講
座
を
企
画
・

運
営
し
た
同
地
区
館
長
の
土
井
忠

彦
さ
ん（
74
）は
、「
市
か
ら
の
広

報
や
通
知
な
ど
で
特
定
健
診
の
大

切
さ
は
分
か
っ
て
い
る
し
、コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
無
線
を
使
っ
た
呼
び
掛
け

も
行
っ
て
い
る
。
そ
れ
で
も
地
域

の
受
診
率
は
上
が
ら
な
い
」
と
現

状
を
分
析
。
自
身
も
健
診
を
受
診

し
、
早
期
に
病
気
が
発
見
さ
れ
た

経
験
を
踏
ま
え
、
健
診
の
重
要
性

を
周
囲
へ
伝
え
て
い
ま
す
。

今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、

「
特
定
健
診
の
受
診
率
が
上
が
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
国
の
交
付
金
が

増
え
、
国
保
税
が
下
が
る
可
能
性

が
あ
る
こ
と
を
講
座
で
聞
い
た
。

一
人
一
人
の
行
動
を
変
え
る
た
め

に
も
、
継
続
的
な
健
康
講
座
の
開

催
な
ど
地
道
な
行
動
を
こ
れ
か
ら

も
続
け
ま
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

◎�

�問
＝
保
険
年
金
課
☎（
64
）０
８

８
６

国
民
健
康
保
険
特
定
健
診

～
生
活
習
慣
病
を
防
ご
う
～

日当山地区自治公民館
館長  土井 忠彦さん（74）

■情報提供にご協力を
◦�特定健診を受診していなくても、通
院中や治療中の人は医療機関に情報
提供票（同意書）と受診券を提出する
ことにより、受診したとみなされる
場合があります。疾病状況を把握す
ることが、市の健康課題に対応した
保健サービスの提供につながります
のでご協力をお願いします。

情報提供票の受け取り方法
保険年金課に電話連絡し、

郵送で受け取り

◦�職場や事業所での健診など市が実施
する特定健診以外の健診を受診して

いる人は、市へ結果を提出すること
で特定健診に代えることができます。
健診結果の情報提供にご協力をお願
いします。

■ 特定健診の受診は
10月までに
特定健診の受診後は、結果と共に健

康づくりに役立つ情報が届きます。生
活習慣を改善する必要がある人は、医
師や保健師、管理栄養士などによる個
別指導を受けられます。
◦�対象＝40歳から74歳までの国民健
康保険加入者（自営業や農家、無職
の人など）

※�国保の加入届提出が８月以降になる
人は、来年度の受診になります。

※�75歳以上の人には同様の長寿健診
があります。

◦�受診期間＝５月１日〜 10月31日
※�10月は大変混み合いますので、早
めの受診をお願いします。

◦�受診料＝無料
◦�受診方法＝毎年４月末に対象者に通
知。市内63カ所の実施医療機関（詳
細は問い合わせるか市ホームページ
をご覧ください）に予約し、保険証
と通知に同封されている受診券を持
参。
後日通知される受診結果を確認し、

保健指導の対象となったら、必ず医師
や保健師、管理栄養士の指導を受けま
しょう。
問＝保険年金課  ☎（64）0886

年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度

受診率 48.4% 48.6% 47.3% 46.7% 44.2%

■市の特定健診受診率

出典：特定健診・特定保健指導実施結果報告（平成29年度）
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木銃

竹刀

国
内
に
30
種
類
以
上
あ
る
武
道
。
そ
の
中
で
も
柔

道
、
剣
道
、
弓
道
、
相
撲
、
空
手
道
、
な
ぎ
な
た
、

銃
剣
道
が
国
民
体
育
大
会
の
実
施
競
技
で
す
。

銃
剣
道
は
、
日
本
の
伝
統
的
古
武
道
の
一
つ
で
あ
る
槍そ

う

術じ
ゅ
つの
突
き
技
を
源
流
と
し
た
武
道
。
縦
、
横
10
㍍
の
正
方

形
の
試
合
場
で
木も

く

銃じ
ゅ
うを

使
用
し
、
相
手
を
突
い
て
勝
敗
を

競
い
ま
す
。国
体
で
は
３
人
の
団
体
戦
。１
対
１
で
対
戦
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
対
戦
で
２
本
先
取
し
た
方
が
勝
ち
で
す
。
試

合
時
間
の
５
分
経
過
時
に
１
本
を
取
っ
て
い
た
方
が
「
１

本
勝
ち
」。
試
合
時
間
内
に
勝
負
が
決
し
な
い
場
合
、延
長
、

審
判
員
に
よ
る
判
定
で
勝
敗
を
決
め
ま
す
。

打
ち
技
が
あ
る
剣
道
の
よ
う
な
派
手
さ
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
技
を
繰
り
出
す
ス
ピ
ー
ド
と
緊
迫
感
は
圧
巻
で
す
。

試
合
で
１
本
と
な
る
「
有
効
突
き
」
は
、
剣
道
な
ど
と
同

じ
よ
う
に
、
残
心
の
あ
る
気
・
剣
・
体
の
一
致
し
た
技
で

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。「
気
」
は
充
実
し
た
気
勢
、「
剣
」

は
有
効
突
き
部
位
を
剣
筋
正
し
く
突
く
こ
と
、「
体
」
は

正
し
い
姿
勢
を
表
し
ま
す
。「
残
心
」
と
は
、
突
い
た
木

銃
を
引
き
抜
い
た
後
で
も
油
断
の
な
い
状
態
を
表
し
、
単

に
相
手
を
突
く
だ
け
で
は
一
本
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

銃
剣
道
の
競
技
人
口
は
全
国
で
約
３
万
人
。
大
半
が
自

衛
隊
関
係
者
で
、
一
般
的
な
知
名
度
は
低
い
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
本
市
に
あ
る
陸
上
自
衛
隊
国
分
駐
屯
地
に
は
、
県

を
代
表
す
る
銃
剣
道
の
選
手
が
在
籍
。
国
分
中
央
高
校
に

は
、
県
内
の
高
校
で
唯
一
銃
剣
道
部
が
あ
り
、
部
員
た
ち

は
日
々
、
心
身
の
鍛
練
を
行
っ
て
い
ま
す
。
両
者
は
６
月

に
行
わ
れ
た
九
州
青
少
年
銃
剣
道
大
会
で
上
位
の
成
績
を

収
め
、
か
ご
し
ま
国
体
で
も
好
成
績
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

国
体
本
番
の
前
に
今
月
、
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
す
。
銃
剣
道
の
魅
力
を
知
る
絶
好
の
機
会
で
す
。
ぜ
ひ
、

会
場
で
地
元
選
手
に
熱
い
声
援
を
送
り
ま
し
ょ
う
。

サッカー（女子）
ハンドボール
馬術
剣道
銃剣道
ゴルフ
グラウンド・ゴルフ
パークゴルフ
ジャズ体操
サッカー（知的）

いざ! 　    国体
Vol.4

銃剣道（成
年男子・少

年男子）

◦�日程＝令
和２年10

月10日（土
）〜12日

（月）（３日
間）

◦場所＝国
分中央高校

精華アリー
ナ

問＝国民体育大会推進課  ☎（64）0736

一瞬の隙を突き、１本を勝ち取る

令和２年に鹿児島県で開催される第75回国民体育大会、第20回全国障害者スポーツ大会。
霧島市では10競技が会場となっています。その中から、今回は銃剣道の魅力を紹介します。

熱 い 鼓 動 風 は 南から

8/25日  8：30～
◦特別演武（県銃剣道連盟「銃剣道の形」） 9：05～
◦少年男子の部　 9：35～
◦成年男子の部　13：20～

燃ゆる感動かごしま国体
銃剣道競技リハーサル大会

（成年男子・少年男子）

九州各県から15チームが参戦し、日々の鍛錬
の成果を競います。
⃝ 場所＝国分中央高校精華アリーナ
問＝国民体育大会推進課  ☎（64）0736

入場無料

もうすぐ ■銃剣道で使用する木
もく

銃
じゅう

と剣道の竹刀 ■有効突き部位

166cm

120cm以下

重さ＝1,100ｇ以上、材質＝樫の木など

重さ＝510ｇ以上
材質＝真

ま

竹
だけ

や桂
けい

竹
ちく

など

剣道のような防具を身に付けて竹刀の代わりに木銃を用いて相手と突き合う競技
です。利き手に関係なく右手で根元、左手で中央部を持って構えます。 

正面胴 小手

肩
喉 左胸部

（相手の左拳の上部
から突いた場合「上

うわ

胴
どう
」、下部から突いた
場合「下

した
胴
どう
」という）

中学までは文化部に所属。
高校では「マイナーな競
技に挑戦しよう」と入部。
臆病な性格を練習量と不
退転の覚悟でカバーする
チームの柱。

武安 風
ふ う

輝
き

君（３年）

銃剣道の選手である父か
ら「国体を目指せ」と勧め
られ入部。相手の動きを
見極め、瞬時の判断で技
を繰り出す。日本一の選
手になりたいと意気込む。

花森 陽一君（２年）
担任だった部顧問の熱意
に押され入部。剣道で
培った矢のような踏み込
みを武器に、成年も交え
た大会で県内２位の成績
を収める成長株。

柳瀬 壮
ま さ

孝
た か

君（３年）

同級生の花森君に誘われ
入部。中学まで励んだ
サッカーで培った脚力を
生かし、電光石火の突き
を繰り出す。まばたき厳
禁、お見逃しなく。

入佐 崇
しゅう

斗
と

君（２年）

銃剣道の選手である父に
憧れ、自ら入部。練習で
も試合でも大きな掛け声
で部を引っ張る。掛け声
と勝利への執念は、誰に
も負けない。

関 優斗君（２年）

練
習
の
鬼
、部
の
横
綱

矢
の
よ
う
な
踏
み
込
み

技
巧
派
の
試
合
巧
者

出
足
は
ま
る
で
稲
妻
シ
ュ
ー
ト

響
き
渡
れ
、
俺
の
声

部長

俺たちが国分中央高校銃剣道部だ !!

ヤ
ァ
ー
！

9  Kirishima City Public Relations, Japan  2019.8, Vol.302 広報きりしま  8



住
宅
・
店
舗
・
倉
庫
な
ど
、
建
物
に
使

用
す
る
屋
根
や
壁
な
ど
の
金
属
系
外

装
材
を
製
造
し
て
い
る
㈱
平
島
。
熊
本
の
本

社
と
三
つ
の
営
業
所
で
、
九
州
全
域
に
営
業

を
展
開
し
て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
の
一
つ
が
、

国
分
上
野
原
テ
ク
ノ
パ
ー
ク
に
あ
る
南
営
業

所
で
す
。
大
正
12
年
、
木
桶
が
主
流
の
時
代

に
ト
タ
ン
バ
ケ
ツ
を
製
造
す
る
会
社
と
し
て

創
業
。
そ
の
後
、
販
路
を
建
築
板
金
業
へ
広

げ
、
金
属
系
外
装
材
の
製
造
に
事
業
拡
大
し

ま
し
た
。
金
属
系
外
装
材
は
軽
量
で
断
熱
性

や
耐
震
性
に
優
れ
、
３
年
前
の
熊
本
地
震
以

降
は
さ
ら
に
国
内
の
需
要
が
増
え
て
い
ま
す
。

同
社
で
製
品
の
営
業
か
ら
施
工
現
場
監
督

ま
で
行
う
の
が
、
入
社
２
年
目
の
村
上
佳
那

さ
ん（
23
）。
学
生
時
代
は
、
公
務
員
や
不
動

産
業
へ
の
就
職
を
考
え
て
い
ま
し
た
。
就
職

活
動
中
、
合
同
説
明
会
で
同
社
専
務
と
話
を

し
た
こ
と
が
入
社
の
き
っ
か
け
に
。
村
上
さ

ん
は
「
会
社
説
明
以
上
に
、
お
互
い
の
個
人

的
な
話
題
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
一
人
の

人
間
と
し
て
接
し
て
く
れ
た
専
務
の
人
柄
に

ひ
か
れ
て
、
一
緒
に
仕
事
を
し
た
い
と
思
い

ま
し
た
」
と
照
れ
な
が
ら
話
し
ま
す
。

入
社
後
は
本
社
で
１
カ
月
間
の
研
修
を
経

て
、
南
営
業
所
に
配
属
さ
れ
ま
し
た
。「
初

め
て
の
土
地
で
の
勤
務
は
す
ご
く
不
安
で
し

た
が
、
先
輩
た
ち
が
声
を
掛
け
て
く
れ
た
り
、

食
事
な
ど
に
誘
っ
て
く
れ
た
り
し
て
、
す
ぐ

に
打
ち
解
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」
と
振

り
返
り
ま
す
。

同
社
は
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
に
も
積
極
的
に

参
加
。「
上
野
原
テ
ク
ノ
パ
ー
ク
ボ
ウ
リ
ン

グ
は
、
近
隣
の
企
業
と
情
報
交
換
や
交
流
な

ど
、
人
と
の
つ
な
が
り
が
で
き
る
の
で
う
れ

し
い
。
縄
文
駅
伝
で
は
、
商
社
の
担
当
者
を

誘
っ
て
参
加
し
、
一
番
の
思
い
出
に
な
っ
て

い
ま
す
」
と
声
を
弾
ま
せ
ま
す
。

現
在
は
、
板
金
業
者
や
商
社
な
ど
10
社
以

上
の
顧
客
を
担
当
す
る
村
上
さ
ん
。「
現
場

で
住
宅
や
店
舗
な
ど
が
完
成
し
た
時
は
達
成

感
が
あ
り
、
喜
び
も
ひ
と
し
お
で
す
。
住
宅

や
店
舗
を
守
る
、
屋
根
や
外
装
材
。
こ
れ
か

ら
も
安
全
性
の
高
い
商
品
を
届
け
る
こ
と
で
、

皆
さ
ん
の
暮
ら
し
を
支
え
て
い
き
た
い
」
と

意
気
込
み
ま
す
。

OFF

市ホームページ
で、このコーナー
の バ ッ ク ナ ン
バーをご覧いた
だけます。➡

㈱平島  南営業所  施行開発部  設計企画室
村上 佳那さん（23）
熊本県荒尾市出身。熊本県立大学総合管理学部卒業。平成30年同社に入社。
趣味は体を動かすことで、最近はゴルフに挑戦。独身。国分在住。

ON

24 123
222

321

420

519

618

717

816

915

1014
1113 12

睡眠
入浴

起床、朝食
出勤

退勤

社内清掃

夕食
夕食作り

映画鑑賞、
読書

勤務
休憩休憩

勤務
勤務

勤務

昼
食

1 日の
タイム

テーブル
残業

全社員が

家族のように

アットホームな

会社です。

育児休業取得者数（男／女）：対象者なし（平成30年度）
初任給：18万〜 21万円
勤務時間：�午前8時30分〜午後5時30分（年間休日101日）

従業員数（男／女）：26人（22人/4人）
平均年齢：33歳
有給休暇の平均取得日数：8日／年
月平均残業時間：45時間

代表者：代表取締役　平島�良介� 創　業：大正12年10月
資本金：2,100万円� 全社売上高：45億円（平成30年1月期）
平成30年採用実績（新卒/それ以外）：7人（1人/6人）

国分上野原テクノパーク8　☎0995（48）6565
http://hirashima-group.sakura.ne.jp

㈱平島  南営業所
取材協力企業

平島 検索

霧島市にはたくさんの企業があり、そこで多くの若者が生き生きと働いています。

このコーナーでは、そんな企業や若者の暮らしを紹介します。

第24回は㈱平島の村上佳那さん（23）です。

就職を控える生徒や学生の皆さん、ぜひ霧島市で働き・暮らすという未来を描いてみませんか。

ワーク
vol.24

軽くて丈夫な壁や屋根で暮らしを守る。

◦場所＝国分中央3-12-55
◦�営業時間＝午後６時〜翌午前１時
◦店休日＝日曜　◦駐車場＝６台
問＝Caprice　☎070（7584）0042

Caprice（カプリス）

仕 事が終わると職場の同僚とゴルフの打
ちっぱなしに行ったり、週末は飲み会

に行ったりしています。飲み会に行くのは、決
まって国分中央にあるイタリアンレストラン
「カプリス」。ホテルや飲食店で勤務経験のある
店主が気軽にイタリアンを楽しんでもらいたい
と開いたお店です。
私のお気に入りは、お店のお薦めでもある

「石焼きラザニア」。チーズとソース、生地が４
層に重なったボリューム満点の一品。香ばしい
チーズのおこげも石焼きならでは。６種類のワ
インはもちろん、自家製のサワーも料理にぴっ
たり。
女性に人気のアヒージョやバーニャカウダの
他、飲み放題が付けられるコース料理もありま
すので、ぜひお友達やグループで訪れてみてく
ださい。

お薦め

未
来
予
想
図

至国分駅

一天張

マックス
バリュ

宮崎太陽銀行

魚民
赤塚屋

Caprice
60
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み
そ
、
し
ょ
う
ゆ
、
焼
酎
な
ど
の
製
造
に
欠
か
せ
な
い
麹

こ
う
じ
。
三
大

栄
養
素
の
消
化
酵
素（
ア
ミ
ラ
ー
ゼ
、
プ
ロ
テ
ア
ー
ゼ
、
リ
パ
ー
ゼ
）を

豊
富
に
含
み
、
免
疫
力
を
高
め
る
働
き
が
あ
り
ま
す
。
麹
を
主
役

と
し
た
商
品
の
研
究
・
開
発
・
販
売
を
行
っ
て
い
る
の
が
溝
辺
町
の

㈲
河か

わ
ち内
菌
本
舗
。
同
社
の
歴
史
は
、
創
業
者
で
あ
る
故
・
河
内
源

一
郎
さ
ん
の
麹
研
究
に
始
ま
り
ま
す
。
明
治
43
年
、
鹿
児
島
焼
酎

を
改
良
す
る
研
究
の
最
中
に
黒
麹
菌
の
純
粋
培
養
に
成
功
、
そ
の

後
新
種
の
河
内
菌
白
麹
を
発
見
。
現
在
で
は
、
焼
酎
用
種た

ね

麹こ
う
じは

全
国
シェア
８
割
を
誇
り
、日
本
の
種
麹
製
造
を
リ
ー
ド
し
て
い
ま
す
。

自
社
開
発
の
黒
麹
菌
を
配
合
し
た
発
酵
飼
料
を
使
っ
て
肥
育

し
て
い
る「
き
ん
こ
う
じ
と
ん
」。
社
長
の
山
元
紀
子
さ
ん（
62
）は「
麹

菌
の
働
き
で
人
と
同
様
、
豚
の
腸
内
環
境
が
改
善
し
、
免
疫
力
が

高
ま
り
肉
質
も
良
く
な
っ
た
。
麹
菌
に
は
ス
ト
レ
ス
を
軽
減
す
る
働

き
も
あ
り
、
脂
身
や
あ
く
が
少
な
く
、
う
ま
味
が
ぎ
ゅっ
と
詰
ま
っ

た
味
に
仕
上
が
っ
て
い
ま
す
」と
太
鼓
判
を
押
し
ま
す
。
お
薦
め
料

理
の
一
つ
で
あ
る
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
は
、
と
て
も
や
わ
ら
か
く
、
は
っ
き
り

と
甘
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

山
元
さ
ん
は「
麹
の
不
思
議
な
力
は

少
し
ず
つ
解
明
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
ま
だ

無
限
の
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
。
日
本

食
ブ
ー
ム
に
あ
や
か
っ
て
、
麹
の
魅
力
を

世
界
に
向
け
て
発
信
し
た
い
」
と
力
を

込
め
ま
す
。

♪
わ
れ
は
海
の
子
、
白
波
の
︱
。

♪
笹
の
葉
さ
ら
さ
ら
︱
。
授
業
の

合
間
、
校
内
の
至
る
所
か
ら
児
童

の
鼻
歌
や
元
気
な
歌
声
が
聞
こ
え

て
き
ま
す
。

こ
こ
は
横
川
町
下
ノ
の
佐
々
木

小
学
校
。
牧
園
町
の
霧
島
温
泉
駅

か
ら
車
で
５
分
の
山
あ
い
に
あ
り

ま
す
。
特
認
校
制
度
が
あ
り
ま
す

が
、
今
年
度
は
特
認
校
生
が
ゼ
ロ
。

全
校
児
童
は
こ
れ
ま
で
で
最
少
と

な
る
12
人
で
す
。
し
か
し
校
内
に

あ
ふ
れ
る
児
童
の
歌
声
で
、
学
校

は
活
気
に
満
ち
て
い
ま
す
。

伸
び
伸
び
と
輝
く

「
音
楽
は
本
校
の
教
育
の
柱
。

自
主
性
と
創
造
性
、
自
信
を
身
に

付
け
、
自
己
肯
定
感
を
高
め
て
く

れ
ま
す
」
と
話
す
の
は
校
長
の
德

永
さ
と
み
さ
ん
。
中
学
の
音
楽
教

諭
と
教
頭
を
経
て
平
成
29
年
に
赴

任
し
ま
し
た
。
朝
の
会
に
歌
う
機

会
を
設
け
た
り
、
県
内
の
作
曲
・

合
唱
の
コ
ン
ク
ー
ル
に
全
児
童
で

参
加
し
た
り
し
て
い
ま
す
。
合
唱

で
は
思
い
切
り
声
を
出
し
、
歌
い

終
え
る
と
互
い
の
顔
を
見
合
っ
て

満
面
の
笑
顔
を
見
せ
ま
す
。

同
校
に
は
25
㍍
プ
ー
ル
を
20
往

復
す
る「
１
０
０
０
㍍
遠
泳
大
会
」

と
い
う
名
物
も
。「
３
年
生
以
上

が
参
加
し
、
み
ん
な
完
泳
し
ま
す
。

諦
め
な
い
心
と
強
い
体
を
、
励
ま

し
合
い
な
が
ら
育
む
。
本
校
の
一

人
一
人
が
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
の
よ
う

に
強
く
輝
い
て
ほ
し
い
」
と
目
を

細
め
ま
す
。

児
童
の
多
く
が
町
内
の
ふ
れ
あ

い
バ
ス
で
通
学
。
登
下
校
時
に
も

歌
声
が
聞
こ
え
る
、
伸
び
伸
び
と

し
た
毎
日
が
こ
こ
に
あ
り
ま
す
。

おいでよ

特認校とは、自然豊かな環境に恵まれ
た小規模校に、校区外から入学・通学
できる制度のことです。

佐々木小学校　
在校生12人（うち特認校生０人）
横川町下ノ920-6
☎（72）9022

音楽に囲まれた創造性あふれる学びや
磨こう、君と僕のダイヤモンド

●�

鼻歌で作った曲は全部、校長先生が大切に楽譜
にしてくれます。作曲は少し苦手だけど、歌

とピアノが好きなので音楽に囲まれた毎日が楽しい。
1,000ｍ遠泳は、みんなが諦めないおかげで私も泳ぎ
切ることができ、少し自信がつきました。今年の新入
生は１年生が一人だったけど、みんな自分の妹みたい
にかわいがっています。来年、特認校生が来て学校が
もっとにぎやかになってほしいです。

◎
佐
々
木
小
学
校
６
年

下
原　
芽め

瑠る

萌も

さ
ん

作 曲 や 遠 泳 に 挑 戦。 諦 め ず 自 信 に

ふれあいバスで元気に登校

全国シェア８割の種麹菌

やわらかな食感としっかりとした甘味で、だし汁にくぐらせるだけでもおいしさを堪能できる

地域住民と学校園の種まき学校の裏庭でウメちぎり伝統の1,000ｍ遠泳大会

德永校長の伴奏で合唱する全校児童

麹
が
も
た
ら
す

神
秘
の
味
わ
い

〜
き
ん
こ
う
じ
と
ん
〜

霧島ガストロノミ ーブランド

「
ゲ
ン
セ
ン
霧
島
」
認
定
品
の
中
か
ら
、
最
高
位
七
つ
星
の
も
の
を
中
心
に
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

「ゲンセン霧島」とは
食にまつわるさまざまな分野を融合させながら地域の食
文化を生かす「ガストロノミー」。その理念に沿って、霧
島の大自然が育む食材、先人の知恵と技、食文化を生か
した産品・活動をブランド認定したものが「ゲンセン霧
島」です。霧島ガストロノミー推進協議会が主催・審査し、
平成30年度は38件が認定されました。

霧
島
って

“
美
味
し
い
”

vol.
04

お
い

溝辺町麓
山元�紀子さん（62）

きんこうじとんはこちらで
鹿児島の特産品と麹を組み合わせたメニューを多数用
意。料理に使う豚肉、魚、野菜、卵など麹で育てた物
ばかりです。

◦提供場所＝霧島こうじ蔵G
ゲ ン
EN（溝辺町麓876-15）

問＝霧島こうじ蔵GEN  ☎0995（58）2535
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海
上
や
災
害
現
場
な
ど
で
け
が
人
や
病
人
の
応
急
処

置
を
す
る
救
急
員
制
度
。
４
月
に
海
上
保
安
庁
が

創
設
し
た
こ
の
制
度
で
、
溝
辺
町
の
第
十
管
区
海
上
保
安

本
部
鹿
児
島
航
空
基
地
に
所
属
す
る
機
動
救
難
士
３
人
が

全
国
で
初
め
て
救
急
員
に
指
名
さ
れ
ま
し
た
。
い
つ
起
き

る
か
分
か
ら
な
い
緊
急
の
事
態
に
備
え
て
処
置
の
訓
練
を

す
る
の
は
西
村
直
哉
さ
ん（
34
）、
松
崎
寛
さ
ん（
28
）、
中

野
大た

い

志し

さ
ん（
26
）で
す
。

主
に
海
難
事
故
が
発
生
し
た
と
き
に
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で

出
動
し
、
救
助
活
動
を
行
う
機
動
救
難
士
。
そ
の
中
で
も
、

酸
素
投
与
や
医
療
機
器
を
使
用
し
た
人
工
呼
吸
な
ど
の
応

急
処
置
が
で
き
る
の
は
、
救
急
救
命
士
の
資
格
を
持
つ
人

だ
け
で
し
た
。
今
回
、
そ
れ
ら
の
処
置
の
一
部
を
救
急
員

に
も
許
可
し
た
こ
と
で
、
救
命
救
急
士
は
よ
り
専
門
的
な

処
置
に
専
念
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
現
場
で
で
き

る
救
命
の
幅
が
広
が
り
、「
今
ま
で
、
自
分
た
ち
は
海
で

溺
れ
て
い
る
人
や
船
の
上
で
発
生
し
た
急
病
人
を
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
で
つ
り
上
げ
て
救
助
す
る
こ
と
は
で
き
て
も
、
応

急
処
置
に
携
わ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
救
急
救
命
士

と
連
携
し
て
応
急
処
置
が
で
き
れ
ば
、
処
置
の
正
確
性
も

増
し
、
要
救
助
者
の
救
命
に
つ
な
が
る
」
と
喜
び
ま
す
。

３
人
が
こ
の
仕
事
に
就
い
た
き
っ
か
け
は
さ
ま
ざ
ま
。

西
村
さ
ん
は
「
倒
れ
た
祖
父
を
救
助
す
る
消
防
士
の
姿
を

見
て
、
人
の
命
を
助
け
る
職
業
に
憧
れ
た
」、
松
崎
さ
ん

は
「
島
の
海
で
毎
日
素
潜
り
し
た
り
釣
り
を
し
た
り
し
て

い
た
。
観
光
客
が
海
で
溺
れ
た
り
す
る
こ
と
も
多
く
、
海

の
怖
さ
は
知
っ
て
い
た
け
ど
、
大
好
き
な
海
に
関
わ
る
仕

事
が
し
た
か
っ
た
」、
中
野
さ
ん
は
「
人
の
た
め
に
な
る

仕
事
を
し
た
か
っ
た
」
と
話
し
ま
す
。
し
か
し
、
共
通
す

る
の
は
一
人
で
も
多
く
の
人
の
命
を
救
い
た
い
と
い
う
思

い
。「

人
の
死
の
先
に
は
家
族
や
周
り
の
人
の
深
い
悲
し
み

が
あ
る
。
要
救
助
者
の
ほ
っ
と
し
た
表
情
を
見
た
と
き
や

家
族
か
ら
お
礼
の
手
紙
を
も
ら
っ
た
と
き
が
、
こ
の
仕
事

を
し
て
い
て
良
か
っ
た
と
思
え
る
瞬
間
で
す
」

救
助
に
向
か
う
の
は
１
時
間
以
上
か
か
る
遠
海
か
ら
市

内
の
海
岸
や
港
、
時
に
は
陸
の
災
害
現
場
ま
で
。
救
助
と

救
命
を
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
行
う
た
め
、
常
に
時
間
と
の
闘

い
で
す
。
座
礁
し
た
船
の
乗
組
員
が
外
国
人
で
言
葉
が
通

じ
な
か
っ
た
り
、
予
想
以
上
の
悪
天
候
で
救
助
作
業
が
難

航
し
た
り
、
現
場
で
は
想
定
外
の
こ
と
も
し
ば
し
ば
。
一

瞬
の
判
断
が
全
て
を
左
右
し
ま
す
。「
大
波
の
と
き
や
真
っ

暗
な
夜
の
海
な
ど
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
か
ら
の
降
下
を
た
め

ら
う
現
場
は
た
く
さ
ん
あ
る
。
そ
れ
で
も
助
け
を
求
め
る

人
が
い
る
限
り
、私
た
ち
は
海
に
飛
び
込
ん
で
い
き
ま
す
」

と
危
険
と
隣
り
合
わ
せ
の
状
況
で
も
第
一
に
考
え
る
の
は

要
救
助
者
の
命
。
極
度
の
緊
張
で
当
た
り
前
の
こ
と
が
普

段
ど
お
り
に
で
き
な
い
現
場
で
、
よ
り
速
く
正
確
な
処
置

が
で
き
る
よ
う
に
、
今
日
も
厳
し
い
訓
練
に
励
み
ま
す
。

命
を
救
う
た
め
、

空
を
飛
び
海
で
闘
う
男
た
ち Vol.145THE SCENE

霧島に生きる

中
野 

大た
い

志し

さ
ん（
26
）

宮
崎
県
西
都
市
出
身
。
平
成
23
年
海
上
保
安
学
校
に
入

学
。
潜
水
士
を
経
て
、
平
成
31
年
４
月
か
ら
鹿
児
島
航

空
基
地
に
配
属
。
趣
味
は
カ
フ
ェ
巡
り
と
食
べ
歩
き
。

妻
と
子
の
３
人
暮
ら
し
。
国
分
在
住
。

松
崎 

寛
さ
ん（
28
）

長
崎
県
五
島
市
出
身
。
平
成
21
年
海
上
保
安
学
校
に
入

学
。
潜
水
士
を
経
て
、
平
成
29
年
４
月
か
ら
鹿
児
島
航

空
基
地
に
配
属
。
趣
味
は
電
子
書
籍
を
読
む
こ
と
。
独

身
。
隼
人
町
在
住
。

西
村 

直
哉
さ
ん（
34
）

姶
良
市
出
身
。
平
成
19
年
海
上
保
安
学
校
に
入
学
。
潜

水
士
を
経
て
、
平
成
26
年
４
月
か
ら
鹿
児
島
航
空
基
地

に
配
属
。
趣
味
は
釣
り
で
、
中
で
も
イ
カ
釣
り
が
一
番

好
き
。
独
身
。
隼
人
町
在
住
。
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➡

K I R I S H I M A  I N F O R M A T I O N

お
知
ら
せ

用
水
路
へ
の
ご
み
捨
て
は

稲
作
に
も
悪
影
響

用
水
路
に
は
、
水
を
水
田
に
流

す
役
割
が
あ
り
ま
す
。

ビ
ニ
ー
ル
袋
、
空
き
缶
、
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
な
ど
の
ご
み
が
ぽ
い
捨

て
さ
れ
た
り
、
草
刈
り
後
の
草
が

流
さ
れ
た
り
し
て
用
水
路
が
ふ
さ

が
り
、
水
が
あ
ふ
れ
る
事
案
が
発

生
し
て
い
ま
す
。

水
が
水
田
に
流
れ
ず
稲
の
生
育

に
影
響
が
出
た
り
、
地
域
住
民
も

不
快
な
思
い
を
し
た
り
し
ま
す
。

用
水
路
を
き
れ
い
に
維
持
で
き

る
よ
う
、
ご
み
の
ぽ
い
捨
て
や
刈

り
草
の
放
置
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

◎�

�問
＝
耕
地
課
☎（
64
）０
９
１
１

と
げ
の
あ
る

外
来
植
物
に
注
意

市
内
で
５
月
に
生
育
が
確
認
さ

れ
た
外
来
植
物
の
メ
リ
ケ
ン
ト
キ

ン
ソ
ウ
は
、
種
に
硬
く
鋭
い
と
げ

が
あ
り
ま
す
。
公
園
や
家
庭
の
庭
、

芝
生
な
ど
明
る
い
場
所
な
ら
ど
こ

に
で
も
生
え
ま
す
。
そ
こ
で
手
を

つ
い
た
り
、
は
だ
し
で
歩
い
た
り

す
る
と
と
げ
が
刺
さ
り
け
が
を
す

※環霧島会議は、霧島山を取り巻く鹿児島・宮崎両県の５市２町で  構成され、県境を越えて連携し、地域活性化を図ります。錦江湾奥会議は、錦江湾奥部に位置する鹿児島市、姶良市、垂水市、霧島市の４市が行政区を越えて連携し、地域活性化を図ります。

※環霧島会議と錦江湾奥会議を構成するまちの  お祭りやイベントの最新情報をいち早くキャッチ。お好みのイベントを探して、出掛けてみませんか。

※ ＝問い合わせ先　 ＝申し込み先 ＝提出先提

⃝
�

対
象
＝
ふ
る
さ
と
納
税
で
お
礼

の
品
を
提
供
し
て
い
る
事
業
者
、

新
た
に
提
供
を
希
望
す
る
事
業

者
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
商

品
の
見
せ
方
を
学
び
た
い
人

⃝
 

申
込
期
限
＝
８
月
27
日（
火
）

◎�

�問・�申
＝
霧
島
Ｐ
Ｒ
課
☎（
55
）

１
３
５
７

国
際
親
善
レ
ガ
ッ
タ

錦
江
湾
の
ヨ
ッ
ト
周
遊
や
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
を
し
て
県
内
の
外
国
人

と
交
流
し
ま
す
。

⃝
�

日
時
＝
９
月
８
日（
日
）午
前
８

時
～
午
後
３
時

⃝
�

集
合
場
所
＝
隼
人
新
港
（
隼
人

町
住
吉
）

⃝
�

対
象
＝
中
学
生
以
上
（
18
歳
未

満
は
保
護
者
同
伴
）

⃝
�

定
員
＝
先
着
20
人

⃝
�

参
加
料
＝
２
千
円
（
昼
食
代
・

保
険
料
込
み
）

⃝
�

申
込
期
限
＝
８
月
23
日（
金
））

◎�

�問・�申
＝
市
国
際
交
流
協
会
事

務
局
（
市
民
活
動
推
進
課
内
）

☎（
64
）０
９
２
４

あ
ん
し
ん
・
あ
ん
ぜ
ん
検
定

防
犯
・
交
通
安
全
知
識
を
問
う

市
独
自
の
検
定
で
す
。

霧
島
警
察
署
を
中
心
に
作
成
し

◦�

夜
の
部
＝
午
後
６
時
30
分
か
ら

※
１
時
間
程
度
。

⃝
�

場
所
＝
国
分
公
民
館
大
研
修
室

◎�
�問
＝
子
育
て
支
援
課
☎（
64
）０

８
８
１

霧
島
神
話
の
里
公
園

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
狩
り

⃝
�

期
間
＝
９
月
１
日（
日
）ま
で

⃝
 

時
間
＝
午
前
９
時
～
午
後
５
時

（
受
付
時
間
＝
午
後
４
時
ま
で
）

⃝
�

場
所
＝
霧
島
神
話
の
里
公
園
ブ

ル
ー
ベ
リ
ー
園
（
霧
島
神
話
の

師
を
招
き
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
動

向
や
魅
力
を
正
し
く
情
報
発
信
し

て
選
ば
れ
る
商
品
に
な
る
た
め
の

こ
つ
を
学
び
ま
す
。

⃝
�

日
時
＝
９
月
３
日（
火
）午
後
１

時
30
分
～
４
時

⃝
 

場
所
＝
国
分
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン

タ
ー
行
政
庁
舎
別
館
大
会
議
室

る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

繁
殖
さ
せ
な
い
た
め
に
も
、
メ

リ
ケ
ン
ト
キ
ン
ソ
ウ
を
見
つ
け
た

ら
草
か
き
な
ど
で
駆
除
し
、
靴
底

に
と
げ
が
刺
さ
っ
て
い
な
い
か
を

必
ず
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

◎�

�問
＝
環
境
衛
生
課
☎（
64
）０
９

５
０

里
親
制
度
説
明
会

さ
ま
ざ
ま
な
事
情
に
よ
り
、
自

分
の
家
庭
で
暮
ら
す
こ
と
の
で
き

な
い
子
ど
も
た
ち
が
い
ま
す
。
子

ど
も
が
明
る
く
健
や
か
に
成
長
し

て
い
く
た
め
に
は
、
温
か
い
家
庭

が
必
要
で
す
。

子
ど
も
の
養
育
に
理
解
と
熱
意
、

豊
か
な
愛
情
が
あ
る
人
を
里
親
と

し
て
登
録
し
、
子
ど
も
の
養
育
を

お
願
い
し
て
い
ま
す
。

⃝
�

日
時
＝
９
月
６
日（
金
）

◦�

昼
の
部
＝
午
後
３
時
か
ら

た
テ
キ
ス
ト
を
受
検
者
に
無
料
配

布
し
、
そ
の
中
か
ら
50
問
を
出
題
。

50
点
満
点
中
35
点
以
上
を
「
霧
島

市
あ
ん
し
ん
・
あ
ん
ぜ
ん
マ
ス
タ�

ー
」
に
、
既
に
マ
ス
タ
ー
に
認
定

さ
れ
た
人
で
45
点
以
上
を
「
グ
ラ

ン
ド
マ
ス
タ
ー
」
に
認
定
し
ま
す
。

⃝
�

日
時
＝
10
月
13
日（
日
）午
前
10

時
～
11
時

⃝
 

会
場
＝
国
分
公
民
館
、
横
川
総

合
支
所

⃝
�

検
定
料
＝
無
料

⃝
�

申
込
期
限
＝
９
月
６
日（
金
）

◎�

�問・�申
＝
安
心
安
全
課
☎（
64
）

０
９
９
７

サ
ン・
あ
も
り
自
主
講
座

■
た
の
し
い
テ
ニ
ス

基
本
を
学
び
直
し
た
い
人
や
初

心
者
の
た
め
に
、
ラ
ケ
ッ
ト
の
握

り
方
か
ら
丁
寧
に
指
導
し
ま
す
。

⃝
�

日
時
＝
９
月
24
日
～
11
月
19
日

（
全
て
火
曜
・
全
８
回
）

⃝
�

時
間
＝
午
前
10
時
～
正
午

⃝
�

対
象
＝
成
人

⃝
�

定
員
＝
先
着
10
人

⃝
�

受
講
料
＝
４
千
円

⃝
�

必
要
な
物
＝
ラ
ケ
ッ
ト
、
シ
ュ�

ー
ズ
、
タ
オ
ル

◎�

�問・�申
＝
サ
ン・
あ
も
り
☎（
43
）

３
３
７
３

里
公
園
か
ら
徒
歩
５
分
）

⃝
�

料
金
＝
１
０
０
㌘
に
つ
き
１
５

０
円
（
入
園
無
料
）

※�

悪
天
候
時
は
休
園
。

◎�

�問
＝
霧
島
神
話
の
里
公
園
☎（
57
）

１
７
１
１募

　
集

魅
せ
る
商
品
・

選
ば
れ
る
商
品
セ
ミ
ナ
ー

大
手
ふ
る
さ
と
納
税
サ
イ
ト

「
ふ
る
さ
と
チ
ョ
イ
ス
」
か
ら
講

環霧島・錦江湾奥イベント情報

⃝�日時＝８月31日（土）午後３時30分～９時
※荒天時は翌日に順延。
⃝�場所＝のじりこぴあ（野尻町東麓5160）
⃝�内容＝和太鼓演奏や約3千発の花火など
＝�のじり湖祭実行委員会
☎0984（44）3004

のじり湖祭
まつり

小林市
⃝�期間＝９月７日(土)午後４時～９時、８
日（日）午前10時～午後５時

⃝�場所＝ウオーターフロントパーク（本港
新町5-4)など

⃝�内容＝ステージ、潮風体験イベントなど
＝サンサンコールかごしま�☎099（808）3333

錦江湾潮風フェスタ鹿児島市
⃝�日時＝９月23日（月・祝）午前９時30分
～午後１時

※かかし展示は９月８日（日）～30日（月）。
⃝�場所＝山田団地横造成地（下名1070-9）
⃝�内容＝ユニークなかかしの展示
＝�かかし祭り実行委員会��☎（73）7434

山田の里かかし祭り姶良市
⃝�期間／場所＝７月～９月／猿ヶ城渓谷
⃝�料金＝１人６千円（小学生以下４千円）
※３日前までに要予約。
⃝�内容＝豊かな自然を楽しむ渓流の川下り
＝�猿ヶ城渓谷森の駅たるみず
��☎0994（32）9601

キャニオニング垂水市

地区名 期　日 時　間 場　　所
横　川

8/18（日） 9：00〜11：00 牧園・横川地区
し尿処理場牧　園

溝　辺
8/29（木）

9：00〜11：00 JA十三塚原
野菜集荷場隼　人 13：00〜15：00

福　山 9/6（金） 9：00〜12：00 JA福山ライスセンター
国　分

9/10（火） 9：00〜11：00
JA東国分集荷場

霧　島 JA豊後迫倉庫

地区名 期　日 時　間 場　　所
横川・牧園・
溝辺 9/6（金）

13：00〜15：00

中部営農センター
（溝辺購買倉庫前）

隼人・福山・
国分・霧島 9/17（火） 東部営農センター

（JA国分支店駐車場）

不要農薬回収日程

農業用廃プラスチックと不要農薬回収
農業用廃プラスチック回収日程
持ち込み前に委任状、貯金口座振替依頼書を最寄りのＪＡあいら窓
口に提出するか、回収日に通帳と届け出印を持参してください。

問＝JAあいら経済部経済課  ☎（43）7314

メリケントキンソウ

合併処理浄化槽の設置
費用の一部を補助
生活には多くの水を使用します。
生活排水が川に流れることが水
質汚染の原因の一つとなってい
ます。生活排水をきれいにして
川に流すのが浄化槽。単独処理浄
化槽はし尿だけですが、台所や洗
濯機、風呂などから出る生活排水
も処理できるのが合併処理浄化
槽です。下水道などがない地域で
は、合併処理浄化槽を設置しま
しょう。
本市では、くみ取り便槽か単独
処理浄化槽から合併処理浄化槽
に切り替え、一定の条件を満たす
人に補助金を交付しています。要
件などの詳細は問い合わせくだ
さい。

※１人１日当たりの生活排水に含まれる汚れの量をグラムに置き換えて表しています。

問＝環境衛生課  ☎（64）0950

単独処理
浄化槽

合併処理
浄化槽

■浄化槽で処理される生活排水

きれいにして流そう、生活排水

水洗トイレ13g

水洗トイレ13g

台所・風呂などの
生活排水27g

台所・風呂などの
生活排水27g

5g

4g

汚れはそのまま27g

汚れの量

汚れの量

汚れの量

川

汚れの量

１
／
８
に

32g

4g
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K I R I S H I M A  I N F O R M A T I O N
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
主
催
講
座

◎�

�問・�申
＝
メ
ディ
ア
セ
ン
タ
ー
☎・

℻（
64
）０
９
１
９
、
〒
８
９
９

－
４
３
９
４
国
分
中
央
３
－
45

－
１

お
茶
い
っ
ぺ

竹た

か

ぜ子
ふ
る
さ
と
ウ
オ
ー
ク

お
茶
を
飲
み
な
が
ら
、
溝
辺
町

竹
子
の
田
園
の
中
を
の
ん
び
り
と

分
か
っ
た
年
代
測
定
の
新
事
実
を

解
説
し
ま
す
。

⃝
�

日
時
＝
９
月
７
日（
土
）午
後
１

時
30
分
～
３
時

⃝
�

場
所
＝
上
野
原
縄
文
の
森
展
示

館
多
目
的
ル
ー
ム

⃝
�

講
師
＝
小
林
謙
一
さ
ん
（
中
央

大
学
文
学
部
教
授
）

⃝
�

受
講
料
＝
無
料

⃝
�

定
員
＝
先
着
80
人
程
度

◎�

�問・�申
＝
上
野
原
縄
文
の
森
☎

⃝
�

申
込
方
法
＝
直
接
か
電
話
、フ
ァ�

ク
ス

⃝
�

申
込
期
限
＝
９
月
13
日（
金
）

※�

申
し
込
み
時
に
弁
当
の
注
文
も

受
け
付
け
ま
す
。

◎�

�問・�申
＝
竹
子
ふ
る
さ
と
ウ
オ
ー

ク
実
行
委
員
会
（
竹
子
土
地
改

良
区
内
）☎・℻（
59
）２
３
８
０

県
民
の
森
イ
ベ
ン
ト

■
ミ
ョ
ウ
ガ
狩
り
と
薬
草
園
散
策

消
費
税
の
軽
減
税
率
が

１
時
間
で
分
か
る

10
月
１
日
か
ら
10
％
に
引
き
上

げ
ら
れ
る
消
費
税
の
軽
減
税
率
制

度
に
関
す
る
説
明
会
を
開
催
し
ま

す
。

⃝
 

場
所
＝
加
治
木
税
務
署
２
階
会

議
室
（
姶
良
市
加
治
木
町
諏
訪

町
13
）

⃝
�

対
象
＝
全
事
業
者

⃝
�

定
員
＝
先
着
各
30
人

※�

駐
車
場
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。

公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

◎�

�問・�申
＝
加
治
木
税
務
署
☎（
62
）

２
１
６
１
（
音
声
ガ
イ
ダ
ン
ス

後
２
）

縄
文
の
森
考
古
学
講
座

■
中
央
大
学
学
術
講
演
会

県
内
で
出
土
し
た
縄
文
土
器
に

付
着
す
る
炭
化
物
を
調
査
し
て
、

歩
き
ま
せ
ん
か
。

⃝
�

日
時
＝
９
月
22
日（
日
）午
前
８

時
30
分
～
午
後
１
時

⃝
�

集
合
場
所
＝
竹
子
小
学
校
（
溝

辺
町
竹
子
８
５
９
）

⃝
�

参
加
資
格
＝
健
康
で
完
歩
可
能

な
人
（
コ
ー
ス
は
約
７
㌔
、
約

10
㌔
の
２
コ
ー
ス
）

⃝
�

参
加
料
＝
一
般
８
０
０
円
、
小

中
学
生
１
０
０
円
、
未
就
学
児

無
料

⃝
�

日
時
＝
９
月
８
日（
日
）午
前
９

時
30
分
～
正
午

⃝
�

場
所
＝
県
民
の
森
緑
化
セ
ン

タ
ー
（
溝
辺
町
有
川
２
９
８
７

－
37
）

⃝
�

対
象
＝
成
人

⃝
�

定
員
＝
先
着
15
人

⃝
�

参
加
料
＝
３
０
０
円

⃝
�

申
込
期
限
＝
８
月
30
日（
金
）

■
ク
リ
拾
い
と
渋
皮
煮
調
理
教
室

⃝
�

日
時
＝
９
月
14
日（
土
）午
前
９

時
30
分
～
午
後
３
時

⃝
�

場
所
＝
県
民
の
森
緑
化
セ
ン

タ
ー

⃝
�

対
象
＝
中
学
生
以
上

⃝
�

定
員
＝
先
着
20
人

⃝
�

参
加
料
＝
７
０
０
円

⃝
�

申
込
期
限
＝
８
月
31
日（
土
）

■�

夜
の
昆
虫
観
察
・
ク
リ
拾
い

フ
ァ
ミ
リ
ー
キ
ャ
ン
プ

⃝
�

日
時
＝
９
月
21
日（
土
）午
後
６

時
45
分
～
22
日（
日
）午
前
11
時

⃝
�

場
所
＝
県
民
の
森
丹に

っ

け
生
附
オ
ー

ト
キ
ャ
ン
プ
場
管
理
棟

⃝
�

定
員
＝
先
着
10
家
族

⃝
�

参
加
料
＝
１
人
４
０
０
円

※�

別
途
、
キ
ャ
ン
プ
施
設
利
用
料

が
必
要
で
す
。

⃝
�

申
込
期
限
＝
９
月
10
日（
火
）

◎�
�問・�申
＝
県
民
の
森
管
理
事
務

所
☎（
68
）０
５
５
７

（
48
）５
７
０
１

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

わ
い
わ
い
サ
ロ
ン

家
も
心
も
す
っ
き
り
す
る
整
理

収
納
術
を
学
び
ま
す
。

⃝
�

日
時
＝
９
月
10
日（
火
）午
後
１

時
30
分
～
３
時

⃝
�

場
所
＝
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
会
議
室
（
隼
人
町
内
山
田

１
－
14
－
15
）

相
　
談

職
場
ト
ラ
ブ
ル
の
無
料
相
談

解
雇
や
賃
下
げ
な
ど
の
問
題
解

決
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
ま
す
。

⃝
�

日
時
＝
毎
月
第
４
火
曜
、
午
後

２
時
30
分
～
５
時

※
10
月
の
み
23
日（
水
）。

⃝
�

場
所
＝
県
労
働
委
員
会
（
県
庁

15
階
）

⃝
�

対
象
＝
労
働
者
、
使
用
者

◎�

�問・�申
＝
県
労
働
委
員
会
事
務
局

☎
０
９
９（
２
８
６
）３
９
４
３

⃝
�

対
象
＝
市
内
在
住
の
55
歳
以
上

の
女
性

⃝
�

定
員
＝
先
着
10
人

⃝
�

受
付
＝
８
月
９
日（
金
）か
ら

◎�

�問・�申
＝
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
☎（
42
）８
５
８
５

第
一
工
業
大
学
公
開
講
座

◎�

�問・�申
＝
第
一
工
業
大
学
社
会
・

地
域
連
携
セ
ン
タ
ー
☎（
45
）０

６
４
０

講座
番号 講　座　名 日　　　時 定員 受講料 申込期限

（必着）

21 第1回iOS
スマホ・タブレット基礎講座

9/6（金）
9：30～15：30 10人 500円 8/26（月）

15 第1回パワーポイント2019
基礎講座

9/12�（木）・13（金）
9：30～15：30 20人 1,000円 8/29（木）

19 第1回Android
スマホ・タブレット基礎講座

9/17（火）
9：30～15：30 10人 500円 9/3（火）

◦�申込方法＝【往復はがき(1講座1枚)】に講座番号、講座名、住所、氏名、電話番号を記入
し郵送、【FAX】講座番号、講座名、住所、氏名、電話番号、ファクス番号を記入し送信、【窓
口】申込用紙に記入の上、普通はがきと併せて提出　※申し込み多数の場合は抽選

※ ＝問い合わせ先　 ＝申し込み先 ＝提出先提

◦場所＝第一工業大学　◦�受講料＝無料
◦�申込方法＝第一工業大学社会・地域連携センターのホームページから
◦�申込期限＝各開催日の１週間前まで

講　　座　　名 日　時 定員

テクノロジーで進化する医療・福祉 9/14（土）
10：00～ 11：00 なし

３次元CAD入門
－コンピュータで３次元モデルをつくる－

9/21（土）
9：30～ 12：30 ５人

実験心理学で住まいをデザインする 9/28（土）
10：00～ 11：00 なし

きりしまフォト
コンテスト作品
■自由部門
霧島市の四季に富んだ自然風景、伝統行事、祭り、
景色、産業、人々の暮らし、環境、ジオパークなどを
撮影した写真を募集します。
■エアポート部門
飛行機、空港で働く人々、出会い、別れなど鹿児島空港の
魅力を撮影した写真を募集します。
◦�応募規定＝平成31年１月１日〜令和２年１月24日までに撮
影した未発表作品。被写体が人物の場合は本人の承諾を得
たもの。サイズはカラープリント四つ切り、ワイド四つ切り。
組み写真、合成写真、著しく加工した作品は不可。
◦�応募点数＝各部門１人５点以内
◦�出品料＝１点目1,000円、２点目以降１点につき500円、
学生は無料（学生証の写しが必要）
◦�応募期間＝令和２年１月６日（月）〜24日（金）必着
※�入賞作品の著作権は撮影者に帰属します。使用権は、撮影者に同意を得た上で、
市の出版物、ホームページ、その他の刊行物に無償で掲載できるものとします。

�問・�申＝スポーツ・文化振興課  ☎（64）0710

日　　時
8/29（木） 15：00～16：00

8/30（金） 10：00～11：00

9/2（月） 15：00～16：00

9/3（火） 10：00～11：00

2019世界柔道選手権大会
パブリックビューイング
東京オリンピック女子78kg級の日本代表を目指す濵田尚

しょう
里
り
選手が、2019

世界柔道選手権東京大会に出場します。パブリックビューイングを行います
ので、大画面の前で濵田選手を応援しましょう。

霧島市出身���濵田 尚里選手（28）
【プロフィール】
・国分西柔道クラブで柔道を始める。
・�国分西小学校、国分南中学校、鹿児島南高校、山梨学
院大学卒業。

・現在、自衛隊体育学校に所属。
・2018年バクー世界柔道選手権大会女子78kg級優勝。

◦日時＝８月30日（金）午後7時から
◦場所＝国分シビックセンターメディアセンター前ホール
◦定員＝先着300人（事前申し込み不要）
※トーナメント途中で敗退したときは中止。（市ホームページでお知らせします）

問＝姶良地区国分柔道会事務局【大久保】  ☎090（6295）0315

入場無料

霧島から応援しよう

霧島から応援しよう

※詳細は、問い合わせるか県実行委員会ホームページをご覧ください。
�問・�申＝東京2020オリンピック聖火リレー鹿児島県実行委員会応募事務局

☎0120（4）20206、〒892-0847鹿児島市西千石町17-3
太陽生命鹿児島第２ビル４階

◦対象＝平成20年４月１日以前に生まれた人で県内の市町村にゆかりのある人
◦定員＝42人
◦申込方法＝県実行委員会ホームページからか、市スポーツ・文化振興課にある応募用紙を郵送
◦申込期限＝８月31日（土）消印有効

東京2020オリンピック聖火リレーで県内を走る聖火ランナーを募集します。

申し込みは
こちら➡

東京2020オリンピック
聖火リレー聖火ランナー募集

初日
令和２年

４月28日（火）

志布志市→鹿屋市→
奄美市→南大隅町→

霧島市→姶良市→鹿児島市

２日目
令和２年

４月29日（水・祝）

出水市→西之表市→
薩摩川内市→日置市→
伊佐市→南九州市→指宿市

■鹿児島県聖火リレールート
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迫田美智子さん（国分）

c
o

m
m

u
n

i
t

y

暮
ら
し
の
も
や
も
や
を
、

整
え
る

主婦と生活社　編
家事、お金、健康、仕事、時間。
暮らしの中で生まれるさまざ
まなもやもやを「見える化」し
て、スッキリ解消するヒント
が詰まった本です。

日本ヴォーグ社　編
自分で仕立てた浴衣や甚平で、す
てきな夏の思い出をつくりましょ
う。女物の浴衣と半

はん

幅
はば

帯
おび

、子ども
の浴衣と甚平、男物の作

さ

務
む

衣
え

の
作り方をイラストで紹介します。

成美堂出版編集部　編
観察や実験、工作、調査など、
小学生にぴったりの100種類
の自由研究の手法を、イラストで
分かりやすく紹介。まとめる時
のポイントなども掲載しています。

なかや みわ　作
そらまめくんが、お出掛けです。
途中で出会った友だちに「こ
んにちは」とあいさつしていき
ます。赤ちゃんが喜ぶ擬音語
が満載の絵本です。

は
じ
め
て
で
も
き
ち
ん
と

作
れ
る
ゆ
か
た
、
甚
平
、

作
務
衣

そらまめくんこんにちは ア
イ
デ
ア
い
っ
ぱ
い
！

自
由
研
究
大
ひ
ゃ
っ
か

図書館へ行こう
http://www.lib-kirishima.jp/

スマホ用 携帯用

イ ベ ン ト 名 日　　時［対　象］ 場　所
ほるとの森おはなし会 ８月24日（土）・９月14日（土）14：30～15：00

国分図書館
赤ちゃんとわらべうた・えほんのへや
（りんごの木） ９月 2日（月）10：30～11：00

幼児と小学生のためのおはなしの部屋
（りんごの木） ９月 7日（土）10：30～11：30

おはなしの部屋
８月18日（日）11：00～11：30［幼児･小学生］ 
９月 5日（木）16：00～16：30［幼児］
９月 6日（金）11：00～11：30［赤ちゃん］

隼人図書館

おはなしの時間（紙ふうせん） ８月はお休みです。 霧島図書室

おはなし広場 ８月はお休みです。 福山図書室

国分図書館／☎（64）0918
隼人図書館／☎（43）7574
溝辺図書室／☎（58）3191
横川図書室／☎（72）1596
牧園図書室／☎（78）3349
霧島図書室／☎（57）0316
福山図書室／☎（56）2026

市内７カ所の図書館（室）で
本が借りられます。

霧島市立図書館に
おいでください。

新 刊 紹 介

霧島図書室情報
おはなし王国inきりしま

夜のおはなし会
こわ～い話と

ちょこっときもだめし
「にげだしたすずめをさがせ!!」

⃝�日時＝８月24日（土）午後７時～８時
30分

⃝場所＝霧島公民館
⃝�内容＝怖い話やお化けに関する絵本
などの読み聞かせ、肝試し

�問＝霧島図書室  ☎（57）0316

「図書館の本de作品展」
作品募集のお知らせ
国分図書館の本を参考にして、「作ったもの」「できたもの」「で
きたこと」を募集します。作品は、11月10日（日）に国分図書館読
書まつりで展示します。
⃝�受付期間＝10月31日（木）まで
⃝�受付場所＝国分図書館カウンター
⃝�受付できる作品＝洋服、布小物、バッグ、アクセサリー、写真、
イラスト、折り紙、消しゴムはんこなど
※�展示できない作品（料理、ガーデニング、釣った魚など）は、写
真で応募してください。
⃝�応募方法＝応募用紙を記入して、作品
（写真）と提出してください。
※�応募用紙は、カウンターか市立図書館
ホームページにあります。

�問＝国分図書館  ☎（64）0918

応募
してね

今月の絵手紙

本誌への感想、霧島市への思いなど、たく
さんの声をお寄せください。お便りはとじ
込みのはがき、ファクス（0995-64-0934）、
携帯電話やスマートフォンは左の２次元コー
ド、パソコンは市ホームページからお送りく
ださい。

３
０
０
号
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。『
勇
気
を
く
れ
た
広
報
誌
』

の
対
談
を
読
み
ま
し
た
。
広
報
誌

の
表
紙
の
タ
イ
ト
ル
が
目
に
留
ま

り
、
検
診
の
大
切
さ
を
感
じ
、
検
診

を
受
け
る
人
が
1
人
で
も
多
く
増

え
、
が
ん
の
早
期
発
見
に
つ
な
が

る
こ
と
の
大
切
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

私
の
母
も
乳
が
ん
を
患
い
、
手
術

や
化
学
療
法
を
間
近
で
見
て
い
ま

し
た
。
本
人
も
と
て
も
つ
ら
か
っ

た
と
思
う
し
、
そ
ば
で
見
て
い
る

の
も
、
と
て
も
つ
ら
か
っ
た
で
す
。

受
診
率
が
ま
だ
ま
だ
低
い
の
も
現

状
で
す
。
身
近
な
広
報
誌
で
、
大

庭
さ
ん
の
よ
う
な
笑
顔
が
目
に
留

ま
り
、
検
診
の
大
切
さ
を
み
ん
な

が
認
識
し
受
診
し
て
ほ
し
い
と
あ

ら
た
め
て
思
い
ま
し
た
。（
ウ
エ
イ

ゲ
ー
ト
40
歳
女
性
）

●

連
続
入
選
回
数
日
本
一
、
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
広
報
誌
は

カ
ラ
ー
ペ
ー
ジ
が
多
く
、
見
や
す

い
な
ぁ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
自
然

豊
か
で
温
か
い
人
に
あ
ふ
れ
て
い

る
、
霧
島
市
の
出
身
で
本
当
に
良

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
広
報
誌
の

お
か
げ
で
両
親
と
ご
飯
を
食
べ
に

行
っ
た
り
、
自
然
を
感
じ
に
出
掛

け
た
り
と
、
多
く
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
こ
と
が
で
き
、

本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
広
報
き
り
し
ま
が
た
く
さ

思
い
ま
す
。（
ｍ
ｉ
ｋ
ｕ
ｍ
ｉ
ｋ
ｕ

29
歳
女
性
）

▼
３
０
０
号
記
念
特
集
へ
の
お
便

り
を
数
多
く
頂
き
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
も
皆
さ
ん
に
愛
さ
れ
る
広
報

誌
作
り
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

７
月
初
め
の
大
雨
の
日
、
霧
島

市
全
域
に
避
難
指
示
が
出
ま
し
た
。

私
が
住
む
場
所
は
山
が
近
く
土
砂

崩
れ
の
恐
れ
が
あ
る
た
め
、
今
回

初
め
て
地
域
の
公
民
館
に
避
難
し

ま
し
た
。
そ
こ
に
は
市
役
所
の
方

が
早
い
時
間
か
ら
待
機
し
、
避
難

解
除
が
あ
る
ま
で
い
て
く
れ
ま
し

た
。
避
難
し
て
い
た
人
の
中
に
は

高
齢
者
も
多
く
、
若
い
職
員
の
方

ん
の
人
の
笑
顔
を
つ
く
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。（
Ｒ
Ｉ
Ｎ
Ａ
24
歳

女
性
）

●

マ
イ
ホ
ー
ム
が
完
成
し
自
治
会

に
も
加
入
し
た
た
め
、
広
報
誌
が

自
宅
に
届
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
あ
ま
り
広
報
誌
に
興
味

が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
じ
っ
く

り
読
ん
で
み
る
と
面
白
い
。
こ
れ

ま
で
知
ら
な
か
っ
た
イ
ベ
ン
ト
情

報
な
ど
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
で
、

家
族
で
出
掛
け
る
き
っ
か
け
に
も

な
り
ま
す
。
身
近
な
地
域
の
情
報

源
で
す
。
霧
島
の
こ
と
を
も
っ
と

好
き
に
な
れ
る
よ
う
に
、
こ
れ
か

ら
も
広
報
誌
を
読
み
続
け
た
い
と

が
い
る
だ
け
で
安
心
で
き
た
よ
う

に
思
い
ま
す
。
各
避
難
所
に
多
く

の
職
員
の
方
が
待
機
さ
れ
て
い
た

と
思
う
と
、
本
当
に
あ
り
が
た
い

と
思
い
ま
し
た
。（
ま
き
ろ
ん
45
歳

女
性
）

▼
今
回
初
め
て
発
令
さ
れ
た
「
警

戒
レ
ベ
ル
４
の
避
難
指
示
」。
大

雨
に
対
す
る
日
頃
か
ら
の
備
え
と

「
空
振
り
」
を
恐
れ
な
い
早
め
の
避

難
を
お
願
い
し
ま
す
。

こ
の
ほ
か
71
通
の
お
便
り
を
頂

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

文
章
は
誌
面
の
都
合
上
、
調
整
さ

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す

の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

読
者
の
お
便
り

読
者
の
皆
さ
ん
か
ら
の
声
を
伝
え
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

Readers
Voice 2

019.8

Letter
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◎�お便りをくださった方の中から、霧島神宮温泉湯めぐり委員会より「入湯霧札」を10人にプレ
ゼント。応募締め切りは８月23日（金）当日消印有効です。

※当選者の発表は、賞品の発送をもってかえさせていただきます。

ED
IT

O
R

'S

夏に訪れたくなる横川町の名所。水源
は年間平均15℃、毎分22ｔとその名の
とおり豊富な水が湧き出ています。水
底の色は深いエメラルドグリーンで息
を飲む美しさ。平成29年には手動式
ポンプとあずまやが設置され、より快
適な場所に。市内外から水をくみに
訪れる愛好家もたくさんいます。飲用
水として使用する際は、湧き水なので
念のために煮沸してください（川床）

大
おお

出
で

水
みず

の湧水（横川町下ノ）
７月９日  午後３時９分

【撮影データ】

デジタルカメラ　レンズ70〜 200mm・F2.8
1/2　F2.8　ISO250

今月の表紙

➡市ホームページから
もプレゼントの申し込
みができます。

◎人口／125,877人（＋9）��◎世帯数／61,438世帯（＋43）
・男性／60,926人（＋33） ・女性／64,951人（−24） ・出生80人 ・死亡87人 ・転入282人 ・転出265人 （令和元年７月１日現在）

マチイロ（広報誌電子版） 霧島市Twitter

霧島市ホームページ 霧島市Facebookいつでも、どこでも、霧島市の情報を。
より多くの皆さんに市の情報を知ってもらうため、さまざ
まなツールで情報を発信しています。

動画共有サイトYouTubeで霧
島市が公開している動画を見
られます。

霧島市を好きになってもらう
ために霧島市の魅力を発信し
ています。

YouTube動画配信 きりしまWAGON（Facebook）

観光や子育て、移住定住情報、
イベントカレンダー、行政情
報など情報満載。

市の公式フェイスブック。「い
いね」をして市からの最新情
報をキャッチしてください。

発行日に広報きりしまがス
マートフォンやタブレットへ
自動配信されます。

霧島市をフォローすると、市
ホームページが更新されるた
びに情報が届きます。

大
雨
に
伴
う
防
災
対
応

６
月
30
日
か
ら
７
月
３
日
に

か
け
て
の
大
雨
で
、
被
災
さ
れ

た
皆
さ
ん
に
、
謹
ん
で
お
見
舞

い
申
し
上
げ
ま
す
。

今
回
の
雨
は
、
市
内
各
地
で

時
間
雨
量
60
㍉
前
後
の
非
常
に

激
し
い
雨
と
な
り
、
７
月
１
日

の
朝
に
は
、
天
降
川
の
水
位
が

一
時
氾
濫
危
険
水
位
に
達
し
ま

し
た
。
そ
の
後
も
大
雨
が
降
り

続
き
、
平
成
５
年
８
月
豪
雨
級

の
災
害
が
予
想
さ
れ
た
こ
と
か

ら
、
同
日
11
時
10
分
に
本
市
で

初
と
な
る
「
レ
ベ
ル
４
避
難
指

示
」
を
全
市
に
発
令
。
直
ち
に

避
難
行
動
を
開
始
し
、
命
を
守

る
最
善
の
行
動
を
取
る
よ
う
に

呼
び
掛
け
ま
し
た
。

上
之
段
地
区
な
ど
で
土
砂
崩

れ
に
よ
る
住
宅
の
損
壊
や
日
当

山
・
姫
城
地
区
な
ど
で
内
水
氾

濫
に
よ
る
床
上
・
床
下
浸
水
な

ど
多
く
の
建
物
が
被
災
し
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
で
し
た

が
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
早
め
の

避
難
や
消
防
団
を
は
じ
め
と
す

る
関
係
機
関
の
ご
協
力
に
よ
り
、

幸
い
に
も
人
的
被
害
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

今
後
は
、
一
日
も
早
い
復
旧

の
た
め
の
支
援
を
進
め
る
と
と

も
に
、
３
月
に
策
定
し
た
雨
水

管
理
総
合
計
画
な
ど
の
浸
水
対

策
を
着
実
に
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

市
長
コ
ラ
ム

中
重
真
一

https://www.facebook.com/kirishimawagon/
霧島市公式フェイスブック（きりしまワゴン）

※読者プレゼントを提供してくださる方を募集しています。秘書広報課広報グループ☎（64）0955までご連絡ください。

霧
島
の
田
の
神

か

ん

さ
ぁ

の
も
の
で
す
。
右
手
に
し
ゃ
も
じ
を
持
ち
、

欠
け
て
い
る
左
手
に
は
椀
を
持
っ
て
い
た

よ
う
な
跡
が
あ
り
ま
す
。

溝
辺
町
麓
の
玉
利
地
区
に
あ
る
像
は
独

特
な
姿
を
し
て
い
ま
す
。
ほ
か
で
は
見
ら

れ
な
い
頭
髪
の
表
現
や
、
ゆ
っ
た
り
と
し

た
着
衣
で
ふ
っ
く
ら
と
し
た
体
型
は
と
て

も
写
実
的
で
す
。
高
さ
が
約
80
㌢
㍍
あ
る

座
像
で
、
像
の
中
で
も
大
き
い
部
類
に
入

る
と
思
わ
れ
ま
す
。
背
面
に
は
「
元げ

ん

文ぶ
ん

四

年
未び　

庚こ
う

申し
ん　

奉
寄
進　

三
月
吉
日
」
と

刻
ま
れ
て
お
り
、
西
暦
一
七
三
九
年
三
月

に
※３

庚こ
う

申し
ん

講こ
う

衆し
ゅ
うに
よ
っ
て
造
ら
れ
た
こ
と

が
分
か
り
ま
す
。

近
年
の
稲
作
と
の
関
わ
り

県
内
各
地
で
は
春
と
秋
の
２
回
、
田
の

神
を
祭
る
行
事
で
あ
る
田
の
神
講
を
し
て

い
ま
し
た
が
、
年
々
実
施
す
る
地
域
は
少

な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
稲
作
は
天
候
や
害

虫
な
ど
の
影
響
を
受
け
や
す
い
た
め
、
田

の
神
に
豊
作
を
祈
願
し
て
い
ま
し
た
が
、

灌か
ん

漑が
い

や
農
薬
が
発
達
し
た
現
代
は
、
神
様

に
す
が
ら
な
く
て
も
よ
く
な
っ
た
と
い
う

こ
と
で
し
ょ
う
か
。

（
文
責
＝
坂
元
）

紀
初
期
に
始
ま
っ
た
南
九
州（
旧
薩
摩
藩
）

だ
け
の
文
化
で
す
。
当
時
は
霧
島
山
の
噴

火
や
天
災
な
ど
で
米
が
不
作
の
厳
し
い
時

代
で
し
た
。
像
は
稲
の
豊
作
を
祈
る
農
民

の
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て
造
ら
れ
た
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

市
内
の
田
の
神
さ
ぁ

こ
の
よ
う
に
古
く
か
ら
信
仰
さ
れ
て
き

た
田
の
神
さ
ぁ
。
市
内
に
も
さ
ま
ざ
ま
な

形
を
し
た
像
が
残
っ
て
い
ま
す
。

代
表
的
な
も
の
は
、
鹿
児
島
神
宮
の
御ご

神し
ん

田で
ん

に
あ
る
県
指
定
有
形
民
俗
文
化
財
の

「
宮
内
の
田
の
神
」で
す
。
高
さ
が
83
㌢
㍍
、

顔
は
１※

田
の
神か

ん

舞ま
い

の
翁

お
き
な

面め
ん

に
似
て
い
ま
す
。

頭
に
は
大
き
な
２※

シ
キ
を
か
ぶ
り
、
右
手

に
し
ゃ
も
じ
、
左
手
に
椀わ

ん

を
持
っ
て
い
ま

す
。
一
般
的
な
田
の
神
像
と
違
い
、
今
に

も
舞
を
始
め
そ
う
で
す
。
背
面
に
「
奉ほ

う

寄き

進し
ん　

天て
ん

明め
い

元が
ん

辛し
ん

丑ち
ゅ
う

天て
ん

九
月
吉
日　

正
し
ょ
う

八は
ち

幡ま
ん

宮ぐ
う　

田た
の

神か
み　

沢さ
わ

五ご

納の

右う

衛え

門も
ん

」
の
銘
が
刻

ま
れ
て
い
ま
す
。
天
明
元
年
は
西
暦
一
七

八
一
年
で
、
今
か
ら
約
二
四
〇
年
前
に
造

ら
れ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
正
八
幡
宮

は
、
中
世
か
ら
近
世
に
か
け
て
使
わ
れ
て

い
た
鹿
児
島
神
宮
の
名
称
で
す
。
沢
五
納

右
衛
門
と
い
う
人
物
は
、
正
八
幡
宮
の
神

職
を
務
め
て
い
ま
し
た
。
沢
氏
は
百
十
家

ほ
ど
あ
る
社し

ゃ

家け

の
う
ち
、
筆
頭
格
で
あ
っ

た
四
社
家
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
か
ら
貴
重

な
も
の
で
す
。

市
内
で
最
も
古
い
像
は
、
隼
人
町
松
永

の
下し

も

小こ

鹿し
か

野の

に
あ
り
、
像
の
横
の
石
碑
に

は
「
享

き
ょ
う

保ほ
う

十
六
年
辛し

ん

亥が
い

二
月
」
と
刻
ま
れ

て
い
ま
す
。
享
保
十
六
（
一
七
三
一
）�

年

南
九
州
に
は
全
国
的
に
も
珍
し
い
文
化

が
多
く
残
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
そ
の

代
表
例
で
あ
る「
田
の
神
さ
ぁ（
田
の
神
）」

を
紹
介
し
ま
す
。

田
の
神
さ
ぁ
と
は

「
田
の
神
さ
ぁ
」
は
南
九
州
の
方
言
で

「
田
の
神
様｣

と
い
う
意
味
で
す
。
日
本

で
は
古
く
か
ら
農
耕
神
を
祭
っ
て
い
て
、

『
古
事
記
』
や
『
日
本
書
紀
』
に
も
「
ウ

カ
ノ
ミ
タ
マ
」
や
「
ト
ヨ
ウ
ケ
ビ
メ
ノ
カ

ミ
」
な
ど
農
耕
神
の
名
が
出
て
き
ま
す
。

そ
の
中
で
、
田
の
神
は
稲
の
豊
作
を
も
た

ら
す
神
と
し
て
信
仰
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

全
国
的
に
信
仰
さ
れ
て
き
た
田
の
神
で

す
が
、
石
を
削
っ
た
像
で
あ
る｢

田
の
神

さ
ぁ｣

に
豊
作
を
祈
る
風
習
は
、
十
八
世

宮内の田の神 下小鹿野の田の神 玉利の田の神

The gatew
ay to local history

※
１��

神
社
の
御
田
植
祭
で
奉
納
さ
れ
る
田
の
神

舞
で
か
ぶ
る
面
。

※
２�

縄
で
編
ん
だ
敷
物
。

※
３��

庚
申(

か
の
え
さ
る)

の
日
に
村
単
位
な

ど
で
徹
夜
を
し
て
神
仏
を
祭
る
集
ま
り

（
講
）
の
参
加
者
。

たけちゃん一座の劇はいつも大好評。鹿児島弁全開でドリフのよう
なコントがテンポよく進みます。認知症ならではの失敗で周囲を

巻き込みながらも、最後はみんなが笑顔に。病を憎んで人を憎まず。自
分が認知症になったとき、そんな社会になっていてほしいです（川床）

野球、バレー、サッカー。プレーも観戦も好きな球技。一方、体育
以外で縁がなかった武道。中でも銃剣道は競技名しか知りません

でした。練習に取り組む国分中央高校生の姿を見て、すごく応援したい
気持ちに。一生懸命な姿が人に与える力をあらためて感じました（生野）

普段行くことのできない場所に行けるのも広報担当者の楽しみの一
つ。人の風景の取材で鹿児島航空基地に初めて行きました。取

材した３人は業務に懸命に取り組むイケメン。西村さんと松崎さんは、心
安らげる家庭を共に築いてくれる人を絶賛募集中とのことです（岩澤）

雨の中行われた霧島国分夏まつり。おやじの会で露店を出店。フラ
イドポテト担当の私は、こんろの熱さと焼き鳥の煙に巻かれ、ビー

ルはどんどん進み、時間がたつごとにポテトは塩辛くなって…。来年
は、照り付ける太陽の下、多くの人に来店してもらえますように（種子島）

8PRESENTS

神話のふるさと天孫降臨のニニギノミコトを祭っている霧島神宮周辺に広がる温泉です。「入湯
霧札」は、霧島神宮温泉郷の温泉施設を３回利用できます。（入湯霧札１枚でご利用できるの
はお一人です。３枚の入浴シールを複数の方で分けて使用することはできません）利用施設：あかま
つ荘、民宿きりしま路、アクティブリゾーツ霧島、さくらさくら温泉、民宿登山口温泉の５施設です。

霧島神宮温泉湯めぐり委員会  入湯霧札
（1,200円）を10人にプレゼント

霧島市観光案内所 検索霧島市観光案内所 霧島田口2459-6  ☎（57）1588
営業時間／ 9：00～ 18：00
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至
国
分
駅

至
朝
日

ホ
テ
ル
京
セ
ラ

イ
オ
ン

サンキュー

JR隼人駅

ファミリー
マート

第二内山田
団地

神宮から
300m

案内看板

鹿児島神宮
宮内小学校

至日当山駅

やすらぎ

隼人工業高校

隼人市民
サービスセンター

ローソン

223

471

473

憩

807,000円（税別）

高
品
質
の
墓
石
を

特
別
価
格
に
て
ご
提
供

モダン

耐
久
性
・
防
汚
性
に
優
れ

匠
の
技
が
冴
え
る

高
品
質
の
墓
石
で
す
。

墓
地・墓
石�

工
事
費
込
み

（
墓
誌
、
供
物
台
は
別
売
）

墓
地・墓
石�

工
事
費
込
み

（
墓
誌
、
供
物
台
は
別
売
）

1,177,000円

小型犬チワワ等の焼骨

～君の生きた証をずっと残してあげたい～

君も家族の一員、
きちんと供養したい。

195,000円（税込）〜

1万円（税別）

価格は2019年7月現在のものです。

価格は2019年7月現在のものです。

◦ 家系を継ぐものがいない。
◦ 将来、お墓のことで子供に負担を

掛けたくない。
◦ 一人暮らしで身寄りがないため将

来の管理が不安。
◦ 高齢化に伴いお墓の管理ができな

い方
◦ お花の交換、日々のおつとめは当

霊園がいたします。
◦ お盆や彼岸、正月など、合同供養

祭を年に５回行います。

個人のお名前を石に刻むことに
より、「生きた証」を残します。
改葬（お墓の引越し）の事や
色々な手続きの事、
何でもお聞きください。

お墓の維持管理でお悩みの方

大型駐車場完備・全区画バリアフリー

霧島

共に癒やされる ご先祖様との語らいの場
管理・環境・設備の整った美しい墓地を見学されませんか？

ペット永代供養墓 完成!!

生前購入ができます
御契約者の半数は生前で購入されています。

購入後一切お金は掛かりません。

◦�大型犬まで各種ペットの永
代供養をお引き受けします。
◦�購入後一切費用は掛かりま
せん。
◦�永代に渡りずっと供養致し
ます。
　（年に２回合同供養祭を行います）
◦�掃除もお花交換もお線香も、
毎日あなたに代わって行い
ます。

お盆
開催中 !!

ご希望の方は
お急ぎください。

（税別）

471
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